
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ごみを燃やす際に発生する排ガスには大気汚染

物質が含まれるため、綺麗な状態に処理をする必要があります。その要と

なる設備が「バグフィルター」です。「バグ」とは bag＝袋のこと。機械

内部には「ろ布」という袋状のフィルターがあり、排ガス中の大気汚染物

質をろ過しています。 

排ガスを大気へ放出する際の物質濃度には国による規制値があります

が、当組合では更に厳しく定めた自主規制値以下にまでクリーンに処理を

しています。排ガス中の物質濃度は随時測定し、正門横の電光表示板にて

お知らせしています。 
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第１１号 

 一年の締めくくりの月を迎えました。秋晴れに恵まれた１１月３日に「第３６

回秦野市市民の日」のイベントが開催され、当組合も初めてブースを出店しまし

た。当日は大勢の方にご来店いただき、クイズを交えた方式で、はだのクリーン

センターの紹介やごみ減量・分別のPRを行いました。 

 １０月の上旬から約１か月にわたり、焼却炉の内部を含めた施

設の総点検を行いました。通常２４時間昼夜を問わずごみを燃や

し続けている焼却炉ですが、年に数回止め、ごみを安全に、安定

して燃やせる状態かを確認しています。施設に見学にきた小学生

から、「焼却炉は壊れないのですか？」との質問をされることが

ありますが、定期的に点検をすることで壊れる（故障する）前に

整備をしています。設備が故障してしまうと、ごみ処理が滞って

しまうからです。 

安全・安心な施設運営のため、また安定したごみ処理のため、

今後も厳しい目を持って点検に取り組んでいきます。 

バグフィルター 

気温が低くなると、煙突から放出される排ガス中の水蒸気が 
凝結し、白く見えることがあります。これは、寒い日に吐く息 
が白く見える現象と同じものです。排ガスは上記のとおり処理 
をしていますので、ご安心ください。 

出店ブース 

電光表示板 

バグフィルター 

焼却炉や蒸気管の内部の点検 

クリーンセンターの煙突→ 



 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このニュースは、はだのクリーンセンター周辺自治会の皆さんにお届けすると
ともに、秦野市および伊勢原市内の公共施設でも配布用として置いています。 
また、当組合ホームページにも掲載しています。 

 ご意見、ご質問などは下記へお寄せください。 
■秦野市伊勢原市環境衛生組合 施設課 電話：８２－２５０2  ＦＡＸ：８３－５９３３ 

     ﾎｰﾑﾍﾟー ｼﾞ： http://www.hadanoshi-iseharashi-kek.or.jp      Ｅ-mail： info@hadanoshi-iseharashi-kek.or.jp 

  

 １１月６日に第１４回環境運営委員会が開催され、当組合からは周辺環境測定・排ガス測定な

どの結果やごみ搬入量・焼却量の実績を報告しました。 

また、かねてより同委員会内で協議されてきました、はだのクリーンセンター独自の非常放送

用設備の試験放送を12月1日に、はだのクリーンセンターの管理運営体制のチェックを目的と

した施設内パトロールを１２月１６日に実施しています。 

 

 夏季周辺環境測定の測定結果をお知らせします。測定項目全ての数値が環境基準等未満であ

り、安心をお知らせできる結果となっています。 


